
FC NPVの構成

この章の内容は、次のとおりです。

• FC NPVの概要, on page 1
• FC NPVの利点（2ページ）
• FC NPVモード, on page 2
•サーバインターフェイス, on page 2
• NPアップリンク, on page 3
• SANポートチャネル（6ページ）
• FLOGI動作, on page 11
• NPVトラフィック管理（12ページ）
• FC NPVトラフィック管理のガイドライン（13ページ）
• FC NPVの注意事項と制約事項（14ページ）
• NPVの設定（15ページ）
• FC NPVの確認, on page 22
• FC NPVコアスイッチおよび FC NPVエッジスイッチの設定例（25ページ）

FC NPVの概要
スイッチは、NPVを有効にした後はNPVモードになります。NPVモードはスイッチ全体に適
用されます。NPVモードのスイッチに接続するすべてのエンドデバイスは、Nポートとして
ログインし、この機能を使用する必要があります（ループ接続デバイスはサポートされていま

せん）。（NPVモードの）エッジスイッチから NPVコアスイッチへのすべてのリンクは、
（Eポートではなく）NPポートとして確立されます。このポートは、通常のスイッチ間リン
クに使用されます。NPIVは、NPVコアスイッチへのリンクを共有する複数のエンドデバイ
スにログインするために、NPVモードのスイッチで使用されます。

次の図に、インターフェイスレベルでの FC NPV構成を示します。
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Figure 1: FC NPVのインターフェイスの構成

FC NPVの利点
FC NPVでは次の機能を提供します。

•ファブリックでドメイン IDを追加しなくても、ファブリックに接続するホスト数を増加

• FCインターフェイスを使用した FCおよび FCoEホストとターゲットの SANファブリッ
クへの接続

•トラフィックの自動マッピング

•トラフィックの静的マッピング。

FC NPVモード
FC NPVモードでは、エッジスイッチはすべてのトラフィックをコアスイッチにリレーし、コ
アスイッチのドメイン IDを共有します。

FC NPVを有効にするには、feature-set fcoe-npvをインストールして有効にします。FC NPV
モードは、インターフェイスごとに構成できません。FC NPVモードは、スイッチ全体に適用
されます。

サーバインターフェイス
• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、サーバーインターフェイスを FCまたは vFCイ
ンターフェイスにすることができます。

•サーバインターフェイスは、サーバに接続するエッジスイッチの Fポートです。Nポー
ト識別子仮想化（NPIV）機能をイネーブルにすると、サーバインターフェイスは、複数
のエンドデバイスをサポートできます。NPIVは複数の FC IDを単一のNポートに割り当
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てる手段を提供します。これにより、サーバはさまざまなアプリケーションに一意の FC
IDを割り当てることができます。

NPIVを使用するには、NPIV機能をイネーブルにし、複数のデバ
イスをサポートするサーバインターフェイスを再初期化します。

Note

• FCサーバーインターフェイスはトランクモードがオフになっている必要があります。ト
ランクモードオンはサポートされていません。

• vFCサーバーインターフェイスはトランクモードがオンである必要があります。

•サーバインターフェイスが、コアスイッチまでのNPアップリンク間で自動的に配布され
ます。サーバインターフェイスに接続されたすべてのエンドデバイスは、同じ NPアッ
プリンクにマッピングされます。

• Cisco Nexus 93360YC-FXおよび/または 93360YC-FX2スイッチの 32G SFPポートに 16Gホ
ストアダプタを接続すると、速度が自動速度として設定されている場合にリンクが起動し

ないことがあります。または、デフォルトで8Gの速度に設定されることもあります。16G
速度を使用するには、switchport speed 16000コマンドを使用して手動でポートを設定する
必要があります。

• 8G速度はサーバーおよびターゲットインターフェイスに対してサポートされていません。

•デフォルトの速度設定は自動です。

NPアップリンク
• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、NPアップリンクインターフェイスをネイティ
ブファイバチャネルインターフェイス、仮想ファイバチャネルインターフェイス、SAN
ポートチャネルインターフェイス、または仮想イーサネットポートチャネルインター

フェイスにすることができます。

•エッジスイッチからコアスイッチまでのすべてのインターフェイスは、プロキシ Nポー
ト（NPポート）として設定されます。

• NPアップリンクは、エッジスイッチの NPポートからコアスイッチの Fポートまでの接
続です。NPアップリンクが確立されると、エッジスイッチは、コアスイッチにファブ
リックログインメッセージ（FLOGI）を送信し、FLOGIが正常に実行された場合は、エッ
ジスイッチ自身をコアスイッチのネームサーバに登録します。この NPアップリンクに
接続されたエンドデバイスからの後続の FLOGIはコアスイッチにそのまま転送されま
す。同じ VSANからの後続の FLOGIは、fdiscとして転送されます。

スイッチのCLIコンフィギュレーションコマンドおよび出力表示
では、NPアップリンクは外部インターフェイスと呼ばれます。

Note
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• NPリンクのデフォルト速度は autoに設定されています。

•コアスイッチで次の機能を有効にする必要があります。

• feature npiv

• feature fport-channel-trunk

• FCアップリンク速度が 8Gの場合、コアスイッチでフィルパターンを IDLEとして設定
する必要があります。

Cisco MDSスイッチでの IDLEフィルパターンの設定例を次に示
します。

Switch(config)# int fc2/3
Switch(config)# switchport fill-pattern IDLE speed 8000
Switch(config)# sh run int fc2/3

interface fc2/3
switchport speed 8000
switchport mode NP
switchport fill-pattern IDLE speed 8000
no shutdown

Note
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•トランキングを有効にし、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの NPアップリンクからの
FLOGIをコアスイッチで正常に実行するには、コアとCisco Nexus 9000シリーズスイッチ
の両方を相互の OUIで設定する必要があります。

OUI値がデフォルトで登録されていない場合にのみ、コアおよび Nexus 9000スイッチで
OUIを構成します。

OUIは次のように検出および構成されます。

N9K(config-if)# show wwn switch
Switch WWN is 20:00:2c:d0:2d:50:ea:64
N9K(config-if)#

On the core, we see the output below if the OUI (0x2cd02d) is already registered.
MDS9710(config-if)# sh wwn oui | i 2cd02d
0x2cd02d Cisco Default
MDS9710(config-if) #

If the OUI is not registered with the core, configure it manually.
MDS9710(config-if)# wwn oui 0x2cd02d

• Cisco NX-OS Release 7.3(0)D1(1)以降では、Cisco MDS 9700シリーズコアスイッチで OUI
を構成できます。

•コアスイッチへのアップリンクが FCoE対応の場合、FKAアドバタイズメント期間はコ
アスイッチの設定値から取得されます。コアスイッチへのアップリンクが FC対応の場
合、FKAはローカル NPVスイッチの構成値から取得されます。

次の例は、FCoEアップリンクを示しています。スイッチには
FCoEリンクがあるため、値は FCFから取得されます。

switch(config)# sh run fcoe_mgr | i i fka
fcoe fka-adv-period 12

switch(config)# sh fcoe

FCF details for interface vfc-po142
FCF-MAC is 54:7f:ee:ec:71:84
FC-MAP is 0e:fc:00
FCF Priority is 128
FKA Advertisement period for FCF is 8 seconds <<<<<

次に、FCアップリンクの例を示します。

switch(config)# sh run | i i fka
fcoe fka-adv-period 10

switch(config)# sh fcoe
FCF details for interface san-port-channel29

FCF-MAC is 2c:d0:2d:50:e4:29
FC-MAP is 0e:fc:00
FCF Priority is 129
FKA Advertisement period for FCF is 10 seconds

Note

Note

FC NPVの構成
5

FC NPVの構成

NPアップリンク



SANポートチャネル

SANポートチャネルについて
• SANポートチャネルも、同じファイバチャネルノードに接続された FCインターフェイ
スのセットを組み合わせ、1つのリンクとして動作する論理インターフェイスです。

• SANポートチャネルにより、帯域の利用率と可用性がサポートされます。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの SANポートチャネルは、MDSコアスイッチに接続
するため、そして VSANのアップリンク間で最適な帯域幅利用と透過型のフェールオー
バーを実現するために使用されます。

SANポートチャネルの設定
SANポートチャネルを設定すると、デフォルト値で作成されます。チャネルモードを除くす
べてのデフォルト値を変更できます。SANポートチャネルのいずれか側の各スイッチが、同
じ数のインターフェイスに接続されている必要があります。それ以外の場合は、SANポート
チャネルエラーが表示されます。

SANポートチャネルのガイドラインと制限事項

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、SANポートチャネルと vFCポートチャネルの
合計数は 8になります。

• SANポートチャネルに結合できるFCインターフェイスの最大数は16個に制限されます。

• SANポートチャネルの Cisco Nexus 9000シリーズスイッチのデフォルトチャネルモード
はアクティブです。これは変更できません。

•

SANポートチャネルの作成

ここでは、SANポートチャネルを作成する方法について説明します。

ステップ 1 switch# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)# interface san-port-channel channel-number

デフォルトのモード（オン）を使用して、指定された SANポートチャネルを作成します。SANポート
チャネル番号の範囲は、1～ 256です。
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次の例では、SANポートチャネルを作成します。
switch(config)# interface san-port-channel 1
switch(config-if)#

SANポートチャネルモードについて

SANポートチャネルは、デフォルトではチャネルモードがアクティブの状態で設定されてい
ます。アクティブの場合、ピアポートのチャネルグループモードに関係なく、メンバーポー

トはピアポートとポートチャネルプロトコルネゴシエーションを始めます。チャネルグルー

プで設定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサポートしていない場合、ま

たはネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、ポートチャネルは無効になります。ア

クティブポートチャネルモードでは、各端でポートチャネルメンバーポートを明示的にイ

ネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動リカバリが可能です。

SANポートチャネルの削除の概要

SANポートチャネルを削除すると、関連するチャネルメンバーシップも削除されます。

あるポートの SANポートチャネルを削除した場合、削除された SANポートチャネル内の各
ポートは互換性パラメータの設定（速度、モード、ポートVSAN、許可VSAN、およびポート
セキュリティ）を維持します。これらの設定は、必要に応じて、明示的に変更できます。

SANポートチャネルの削除

ここでは、SANポートチャネルを削除する方法について説明します。

ステップ 1 switch# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)#no interface san-port-channel channel-number

指定されたポートチャネル、関連するインターフェイスマッピング、およびこの SANポートチャネルの
ハードウェアアソシエーションを削除します。

例

SANポートチャネルを削除する方法の例は、次のとおりです。
switch(config)# no interface san-port-channel 1

SANポートチャネル 1が削除され、そのすべてのメンバーが無効になります。SAN
ポートチャネルの反対側のスイッチで同じ操作を実行してください。
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SANポートチャネルのインターフェイス
物理ファイバチャネルインターフェイス（またはインターフェイス範囲）を既存の SANポー
トチャネルに追加したり、そこから削除できます。互換性のあるコンフィギュレーションパ

ラメータが、SANポートチャネルにマッピングされます。SANポートチャネルにインター
フェイスを追加すると、SANポートチャネルのチャネルサイズと帯域幅が増加します。SAN
ポートチャネルからインターフェイスを削除すると、SANポートチャネルのチャネルサイズ
と帯域幅が減少します。

仮想ファイバチャネルインターフェイスは、SANポートチャネルに追加できません。（注）

SANポートチャネルへのインターフェイスの追加

ここでは、SANポートチャネルにインターフェイスを追加する方法について説明します。

ステップ 1 switch# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)# interface type slot / port / BO port

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 switch(config-if)# channel-group channel-number

ファイバチャネルインターフェイスを指定されたチャネルグループに追加します。チャネルグループが

存在しない場合は、作成されます。ポートがシャットダウンします。

例

SANポートチャネルにインターフェイスを追加する手順は、次のとおりです。

switch(config)# interface fc9/10
switch(config-if)# channel-group 15

fc9/10が san-port-channel 15に追加され、無効化されています。san-port-channelの他方
の端のスイッチ上で同じ操作を行い、両端で「no shutdown」を実行して、それらを起
動してください。

インターフェイスの強制追加

forceオプションを指定して、SANポートチャネルがポート設定を上書きするように強制でき
ます。この場合、インターフェイスは SANポートチャネルに追加されます。
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SANポートチャネルが 1つのインターフェイス内で作成される場合、forceオプションを使用
できません。

（注）

ここでは、SANポートチャネルにポートを強制的に追加する方法について説明します。

ステップ 1 switch# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)#interface type slot / port / BO port

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 switch(config-if)# channel-group channel-number force

指定されたチャネルグループにインターフェイスを強制的に追加します。Eポートがシャットダウンしま
す。

例

SANポートチャネルにインターフェイスを追加する手順は、次のとおりです。
switch(config)# interface fc9/10
switch(config-if)# channel-group 15 force

fc9/10が san-port-channel 15に追加され、無効化されています。san-port-channelの他方
の端のスイッチ上で同じ操作を行い、両端の no shutdownを実行して、それらを起動
してください。

SANポートチャネルからのインターフェイスの削除について

物理インターフェイスが SANポートチャネルから削除された場合は、チャネルメンバーシッ
プが自動更新されます。削除されたインターフェイスが最後の動作可能なインターフェイスで

ある場合は、ポートチャネルのステータスは、downステートに変更されます。SANポート
チャネルからインターフェイスを削除すると、SANポートチャネルのチャネルサイズと帯域
幅が減少します。

SANポートチャネルからのインターフェイスの削除

ここでは、SANポートチャネルから物理インターフェイス（または物理インターフェイス範
囲）を削除する手順を説明します。

ステップ 1 switch(config)# interface type slot /port / BO port

指定されたインターフェイスのコンフィギュレーションモードを開始します。
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ステップ 2 switch(config)# shut

指定したチャネルグループを削除する前に、インターフェイスをシャットダウンします。

ステップ 3 switch(config)#no channel-group channel-number

物理ファイバチャネルインターフェイスを指定されたチャネルグループから削除します。

例

SANポートチャネルからインターフェイスを削除する手順は、次のとおりです。

switch(config)# interface fc9/10
switch(config-if)# shut
switch(config-if)# no channel-group 15

fc9/10が SANポートチャネル 15から削除され、無効になります。

Please do the same operation on the switch at the other end of the san-port-channel

SANポートチャネル構成の確認
EXECモードからいつでも既存の SANポートチャネルの特定の情報を表示できます。次の
showコマンドを実行すると、既存の SANポートチャネルの詳細が表示されます。

show san-port-channel summaryコマンドを実行すると、スイッチ内の SANポートチャネルの
概要が表示されます。各 SANポートチャネルの 1行ずつの概要には、管理ステート、動作可
能ステート、接続されてアクティブな状態（アップ）のインターフェイスの数、コントロール

プレーントラフィック（ロードバランシングなし）を伝送するためにSANポートチャネルで
選択された主要な動作可能インターフェイスである First Operational Port（FOP）を表示しま
す。FOPは SANポートチャネルで最初にアップするポートで、このポートがダウンした場合
は変わることがあります。FOPはアスタリスク（*）でも識別できます。

VSANの設定情報を表示するには、次のいずれかのタスクを実行します。

ステップ 1 switch# show san-port-channel summary | database | consistency [ details ] | usage | compatibility-parameters

SANポートチャネルの情報を表示します。

ステップ 2 switch# show san-port-channel database interface san-port-channel channel-number

指定された SANポートチャネルの情報を表示します。

ステップ 3 switch# show interface type slot / port / BO port

指定されたファイバチャネルインターフェイスの VSAN設定情報を表示します。
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例

次に、SANポートチャネル情報の概要を表示する例を示します。

switch# show san-port-channel summary
------------------------------------------------------------------------------
Interface Total Ports Oper Ports First Oper Port-
------------------------------------------------------------------------------
san-port-channel 7 2 0 –
san-port-channel 8 2 0 –
san-port-channel 9 2 2

次に、SANポートチャネルの一貫性を表示する例を示します。
switch# show san-port-channel consistency
Database is consistent

次に、使用および未使用ポートチャネル番号の詳細を表示する例を示します。

switch# show san-port-channel usage
Totally 3 port-channel numbers used
===================================
Used : 77 - 79
Unused: 1 - 76, 80 - 256

FLOGI動作
NPポートが動作可能になると、スイッチは最初に（NPポートのポートWWNを使用して）
FLOGI要求を送信し、コアスイッチにログインします。

FLOGI要求が完了した後、スイッチは自身を（NPポートおよびエッジスイッチの IPアドレ
スのシンボリックポート名を使用して）コアスイッチのファブリックネームサーバに登録し

ます。

次の表に、FC NPVモードで使用されるエッジスイッチのポートおよびノード名を示します。

Table 1:エッジスイッチ FLOGIパラメータ

派生元パラメータ

エッジスイッチの NPポートの fWWNpWWN

エッジスイッチの VSANベースの sWWNnWWN

エッジスイッチ名および NPポートインターフェイスの文字列

スイッチ名が使用できない場合、「switch」が出力されま
す。たとえば、switch: fc 1/5です。

Note

シンボリックポート

名

エッジスイッチの IPアドレスIPアドレス
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派生元パラメータ

エッジスイッチ名シンボリックノード

名

NPVトラフィック管理

自動アップリンク選択

NPVは、NPアップリンクの自動選択をサポートしています。サーバインターフェイスがアッ
プになると、サーバインターフェイスと同じVSAN内で利用可能なNPアップリンクから負荷
が最も少ない NPアップリンクインターフェイスが選択されます。

新しい NPアップリンクインターフェイスが動作可能になっても、新たに利用可能になった
アップリンクを含めるために既存の負荷は自動的に再分散されません。NPアップリンクが新
しい NPアップリンクを選択できるようになってから、サーバインターフェイスが作動しま
す。

トラフィックマップ

FC NPVは、トラフィックマップをサポートしています。トラフィックマップにより、サーバ
インターフェイスがコアスイッチに接続するために使用可能なNPアップリンクを指定できま
す。

リリース 7.0(3)I7(2)以降のソフトウェアリリースでは、FC NPVはトラフィックマップをサ
ポートします。トラフィックマップにより、サーバインターフェイスがコアスイッチに接続

するために使用可能な NPアップリンクを指定できます。

FCNPVトラフィックマップがサーバインターフェイスに設定されると、サーバインターフェ
イスはそのトラフィックマップ内のNPアップリンクからだけ選択する必要があります。指定
された NPアップリンクがいずれも動作していない場合、サーバは非動作状態のままになりま
す。

Note

FC NPVトラフィックマップ機能を使用すると、次のようなメリットが得られます。

•特定のサーバインターフェイス（またはサーバインターフェイスの範囲）に NPアップ
リンクの事前設定された設定を割り当てることによって、トラフィックエンジニアリング

が容易になります。

•インターフェイスの再初期化またはスイッチの再起動後に、サーバインターフェイスは常
に同じ NPアップリンク（または指定された NPアップリンクのセットのいずれか）に接
続するので、永続的な FC ID機能の適切な動作が確保されます。

FC NPVの構成
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複数のNPリンクにまたがるサーバログインの破壊的自動ロードバラ
ンシング

FC NPVは、サーバログインの中断的ロードバランシングをサポートしています。中断的ロー
ドバランシングが有効の場合、新しいNPアップリンクが動作すると、FCNPVによって、サー
バインターフェイスがすべての利用可能なNPアップリンクにわたって再分配されます。サー
バインターフェイスを一方の NPアップリンクからの他方の NPアップリンクに移動するため
に、FC NPVはサーバインターフェイスを強制的に再初期化して、サーバがコアスイッチへの
ログインを新たに実行するようにします。

リリース 7.0(3)I7(2)以降のソフトウェアリリースでは、FC NPVはディスラプティブロード
バランシングをサポートします。中断的ロードバランシングが有効の場合、新しいNPアップ
リンクが動作すると、FC NPVによって、サーバインターフェイスがすべての利用可能な NP
アップリンクにわたって再分配されます。サーバインターフェイスを一方のNPアップリンク
からの他方の NPアップリンクに移動するために、FC NPVはサーバインターフェイスを強制
的に再初期化して、サーバがコアスイッチへのログインを新たに実行するようにします。

別のアップリンクに移されたサーバインターフェイスだけが再初期化されます。移されたサー

バインターフェイスごとにシステムメッセージが生成されます。

サーバインターフェイスを再配布すると、接続されたエンドデバイスへのトラフィックが中

断されます。既存のポートチャネルにメンバーを追加しても、中断的自動ロードバランシン

グはトリガーされません。

Note

サーバトラフィックの中断を避けるために、新しいNPアップリンクを追加してから、この機
能をイネーブルし、サーバインターフェイスが再配布されてからこの機能を再度ディセーブル

にしてください。

ディスラプティブロードバランシングがイネーブルでない場合、サーバインターフェイスの

一部またはすべてを手動で再初期化して、新しいNPアップリンクインターフェイスにサーバ
トラフィックを分散することができます。

FC NPVトラフィック管理のガイドライン
FC NPVトラフィック管理を導入する際には、次の注意事項に従ってください。

• NPVトラフィック管理は、自動トラフィックエンジニアリングがネットワーク要件を満
たさない場合にだけ使用してください。

•すべてのサーバインターフェイスにトラフィックマップを設定する必要はありません。
FC NPVはデフォルトで自動トラフィック管理を使用します。

• NPアップリンクインターフェイスのセットを使用するように設定されたサーバインター
フェイスは、利用可能なNPアップリンクインターフェイスがなくても、他の利用可能な
NPアップリンクインターフェイスを使用できません。

FC NPVの構成
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•ディスラプティブロードバランシングがイネーブルになると、サーバインターフェイス
は 1つの NPアップリンクから別の NPアップリンクに移動される場合があります。NP
アップリンクインターフェイス間を移動する場合、FC NPVではコアスイッチに再度ログ
インする必要があり、トラフィックの中断が生じます。

•サーバのセットを特定のコアスイッチにリンクするには、サーバインターフェイスをNP
アップリンクインターフェイスのセット（すべてこのコアスイッチに接続されている）

に関連付けてください。

•コアスイッチに永続的な FC IDを設定し、トラフィックマップ機能を使用してサーバイ
ンターフェイスのトラフィックをNPアップリンク（すべて関連付けられたコアスイッチ
に接続している）上に誘導します。

FC NPVの注意事項と制約事項
FC NPVを設定する場合、次の注意事項および制限事項に注意してください。

• FC NPVモードでは、2つのエンドデバイス間のやり取りに、エッジスイッチからコアへ
の同じアップリンクが使用されるため、順序どおりのデータ配信を行う必要はありませ

ん。エッジスイッチのアップストリームのコアスイッチが設定されている場合は、順序

どおりの配信を実行します。

•コアスイッチ上で使用できるすべてのメンバタイプを使用して、エッジスイッチに接続
されているエンドデバイスのゾーン分割を設定できます。ただし、NPVモードの任意の
スイッチに接続されたサーバーのゾーン分割の推奨される方法は、PWWN、デバイスエ
イリアス、FCエイリアスを使用する方法です。スマートゾーン分割を使用する場合にの
み、複数のサーバーを同じゾーンに配置する必要があります。Cisco MDSスイッチのス
マートゾーン分割の詳細については、『Cisco MDS 9000シリーズファブリック構成ガイ

ド』の「ゾーンの設定と管理」の章を参照してください。

• FC NPVモードでは、ポートトラッキングはサポートされません。

• FC NPVスイッチを介してログインするデバイスには、コアスイッチでポートセキュリ
ティがサポートされます。ポートセキュリティは、コアスイッチでインターフェイスご

とにイネーブルにされます。FC NPVスイッチを介してログインするデバイスのコアス
イッチでセキュリティポートをイネーブルにするには、次の要件に従う必要があります。

•内部 FLOGIがポートセキュリティデータベースに存在している必要があります。こ
れによりコアスイッチのポートで通信やリンクが許可されます。

•すべてのエンドデバイスの pWWNもポートセキュリティデータベースに存在する
必要があります。

•エッジスイッチは複数のコアスイッチに接続できます。つまり、異なる NPポートを異
なるコアスイッチに接続できます。

•サーバインターフェイスがダウンしてから使用可能状態に戻った場合、インターフェイス
は同じ NPアップリンクに割り当てられるとはかぎりません。

FC NPVの構成
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•割り当てられたNPアップリンクが動作可能になると、サーバインターフェイスだけが使
用できます。

• FC NPVモードならば、サーバとターゲットの両方をスイッチに接続できます。

•ファイバチャネルスイッチングは、エッジスイッチで実行されません。すべてのトラ
フィックはコアスイッチでスイッチングされます。

• FC NPVは、NPIV対応サーバをサポートしています。この機能は階層型NPIVと呼ばれま
す。

• 2つの Cisco FC NPVスイッチの同時接続はサポートされていません。

• FC NPVモードでは F、および SDポートだけがサポートされます。

•速度の自動ネゴシエーションは、Cisco Nexus 93180YC-FXおよび N9k-C93360YC-FX2ス
イッチでのみサポートされます。デフォルトの速度は autoです。

•デフォルトのポート速度は 16000Gです。

• 8G速度はサーバーおよびターゲットインターフェイスに対してサポートされていません。

• IDLEは、8G NPリンクに使用されるフィルパターンです。すべての NPIVコアスイッチ
で、fill-pattern IDLEを設定する必要があります。IDLEは、switchport fill-patternコマン
ドを使用してCisco Nexusスイッチおよび Cisco MDSスイッチに設定されます。

• Cisco Nexus N9k-C93180YC-FXおよびN9k-C93360YC-FX2スイッチのすべてのFCインター
フェイスのデフォルトポート速度は autoです。

•受信B2Bクレジット値は、N9K-C93180YC-FXでは64、N9K-C93360YC-FX2では 32です。
ユーザがこれを設定することはできません。

• san-portチャネルが作成されると、デフォルトでアクティブなチャネルモードで作成され
ます。チャネルモード onは、NPVスイッチではサポートされていません。

• FC NPV（最大 16G）は、Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(2)以降、N9K-C93180YC-FXでサ
ポートされます。

• FCoE FCマップの変更後に Nポート vFCインターフェイスを起動するには、vFCフラッ
プが必要な場合があります。

• FC-NPV（最大32G）およびFCoE-NPVは、N9K-C93180YC-FX、およびN9k-C93360YC-FX2
スイッチの両方で NPアップリンクおよびFホストポートとしてサポートされます。

NPVの設定

ファイバチャネルポートライセンスのインストール

ここでは、FC NPVのライセンスをインストールする方法について説明します。

FC NPVの構成
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始める前に

ポートライセンスを有効にするには、ファイバチャネル（FC）ポートが必要です。

ライセンスキーファイルのインストール：

例：

switch# install license bootflash:license_file.lic
Installing license ..done

FC NPVの有効化
FC NPVは、feature-set fcoe-npvがインストールされ、有効になっている場合に有効になりま
す。

fcoe-npvを有効にする手順は、次のとおりです。

これにより、FCと FCoEの両方の NPVモードが有効になります。Note

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# install feature-set fcoe-npv
3. switch(config-npv)# feature-set fcoe-npv

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

コンフィギュレーションモードに入ります。switch# configure terminalステップ 1

FCおよびFCoE NPVフィーチャセットをインストー
ルします。

switch(config)# install feature-set fcoe-npvステップ 2

FCおよび FCoE NPVを有効にします。switch(config-npv)# feature-set fcoe-npvステップ 3

イーサネットポートのファイバチャネルへの変換

ここでは、イーサネットポートをファイバチャネルポートに変換する方法について説明しま

す。

FC NPVの構成
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始める前に

このタスクでは、ポートライセンスをインストールして有効にする必要があります。詳細につ

いては、ファイバチャネルポートライセンスのインストール（15ページ）を参照してくだ
さい。

ステップ 1 TCAMカービングを実行します。

例：

Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-racl 1536
Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-ifacl 256
Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-redirect 256

ステップ 2 feature-set fcoe-npvがインストールされ、有効になっていることを確認します。

例：

Switch(config)# install feature-set fcoe-npv
Switch(config)# feature-set fcoe-npv

ステップ 3 ポートを FCに変換します。

例：

この例では、イーサネットインターフェイスが Cisco Nexus 9300-FXスイッチの FCインターフェイスに変
換されます。

Switch(config)# slot 1
Switch(config)# port 1-4,45-48 type fc
Port type is changed. ACTION REQUIRED: Please save configurations and reload the switch

カラム内の 4つの前面パネルポートすべてをまとめて FC/イーサネットに変換する必要がありま
す。

（注）

この例では、イーサネットインターフェイスがCisco Nexus N9K-93360YC-FX2スイッチでFCインターフェ
イスに変換されます。このスイッチでは、4つのポートがポートグループを形成します。たとえば、最初
のポートグループは､1､2､49､50 です。 2番目のポートグループは、3、4、51、52です。

Switch(config)# slot 1
Switch(config)# port 1-2, 49-50 type fc
Switch(config)# port 3-4, 51-52 type fc
Port type is changed. ACTION REQUIRED: Please save configurations and reload the switch

ステップ 4 FCインターフェイスをイーサネットポートに戻します。

例：

この例では、FCインターフェイスが Cisco Nexus 9300-FXスイッチのイーサネットインターフェイスに変
換されます。

Switch(config)# slot 1
Switch(config)# port 1-4,45-48 type eth
Port type is changed. ACTION REQUIRED: Please save configurations and reload the switch

FC NPVの構成
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この例では、FCインターフェイスがCisco Nexus N9K-93360YC-FX2スイッチのイーサネットインターフェ
イスに変換されます。

Switch(config)# slot 1
Switch(config)# port 1-2, 49-50 type eth
Port type is changed. ACTION REQUIRED: Please save configurations and reload the switch

設定を保存し、スイッチをリロードします。

Cisco Nexus 93180YC-FXでは、ポートは 4のグループ（シーケンシャル）（4の倍数）でのみ変
換できます。

（注）

ファイバチャネルポートライセンスの有効化

ここでは、FC NPVのライセンスを有効にする方法について説明します。

始める前に

ポートライセンスを有効にするには、ファイバチャネル（FC）ポートをシャットダウンする
必要があります。

ポートライセンスを有効にします。

例：

Switch(config)# int fc1/1
Switch(config-if)# port-license acquire

FC NPVインターフェイスの構成
FCNPVをイネーブルにしたら、NPアップリンクインターフェイスおよびサーバインターフェ
イスを設定する必要があります。

FC NPインターフェイスの構成

NPアップリンクインターフェイスを設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface { fc slot/port/BO port | san-port-channel <number> }
3. switch(config-if)# switchport speed speed

4. switch(config-if)# switchport mode NP
5. switch(config-if)# no shutdown

FC NPVの構成
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

コア FC NPVスイッチに接続されるインターフェイ
ス（ファイバチャネルまたは SANポートチャネ
ル）を選択します。

switch(config)# interface { fc slot/port/BO port |
san-port-channel <number> }

ステップ 2

速度を設定します。速度は4G、8G、16G、32Gまた
は autoです。

switch(config-if)# switchport speed speedステップ 3

8G NPリンクの場合、コアスイッチで、
fill-patternを IDLEに設定する必要があり
ます。

Note

Cisco MDSスイッチでの IDLEフィルパターンの構
成例を次に示します。

Switch(config)# int fc2/3
Switch(config)# switchport fill-pattern IDLE speed
8000
Switch(config)# sh run int fc2/3
interface fc2/3
switchport speed 8000
switchport mode NP
switchport fill-pattern IDLE speed 8000
no shutdown

このインターフェイスを NPポートとして設定しま
す。

switch(config-if)# switchport mode NPステップ 4

インターフェイスをアップにします。switch(config-if)# no shutdownステップ 5

サーバーインターフェイスの設定

サーバインターフェイスを設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface fc slot/port

3. switch(config-if)# switchport speed speed

4. switch(config-if)# switchport mode F
5. switch(config-if)# no shutdown

FC NPVの構成
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

サーバを NPVスイッチに接続するインターフェイ
スを作成します。

switch(config)# interface fc slot/portステップ 2

速度を設定します。速度は4G、8G、16G、32Gまた
は autoです。

switch(config-if)# switchport speed speedステップ 3

8G速度は、サーバおよびターゲットイン
ターフェイスではサポートされません。

Note

このインターフェイスを Fポートとして設定しま
す。

switch(config-if)# switchport mode Fステップ 4

インターフェイスをアップにします。switch(config-if)# no shutdownステップ 5

NPVトラフィック管理の設定

NPVトラフィックマップの設定

NPVトラフィックマップにより、1つ以上の NPアップリンクインターフェイスがサーバイ
ンターフェイスに関連付けられます。スイッチは、サーバインターフェイスをこれらの NP
アップリンクのいずれかに関連付けます。

サーバインターフェイスを別のアップリンクにマッピングするには、トラフィックマップを

設定する前にサーバインターフェイスをシャットダウンする必要があります。

Note

トラフィックマップを設定する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# npv traffic-map server-interface {fc slot/port | vfc vfc-id} external-interface { fc

slot/port | san-port-channel <number> | vfc vfc-id | vfc-port-channel vfc-port-channel-id }
3. switch(config)# no npv traffic-map server-interface {fc slot/port | vfc vfc-id} external-interface

{ fc slot/port | san-port-channel <number> | vfc vfc-id | vfc-port-channel vfc-port-channel-id }

FC NPVの構成
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DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

サーバインターフェイス（またはサーバインター

フェイスの範囲）と NPアップリンクインターフェ
switch(config)# npv traffic-map server-interface {fc
slot/port | vfc vfc-id} external-interface { fc slot/port |
san-port-channel <number> | vfc vfc-id |
vfc-port-channel vfc-port-channel-id }

ステップ 2

イス（または NPアップリンクインターフェイスの
範囲）の間にマッピングを設定します。

サーバインターフェイスを別のアップリ

ンクにマッピングするには、トラフィック

マップを設定する前にサーバインターフェ

イスをシャットダウンする必要がありま

す。

Note

指定されたサーバインターフェイスと NPアップリ
ンクインターフェイスの間のマッピングを削除しま

す。

switch(config)# no npv traffic-map server-interface {fc
slot/port | vfc vfc-id} external-interface { fc slot/port |
san-port-channel <number> | vfc vfc-id |
vfc-port-channel vfc-port-channel-id }

ステップ 3

ディスラプティブロードバランシングのイネーブル化

追加の NPアップリンクを設定すると、ディスラプティブロードバランシング機能をイネー
ブルにして、サーバのトラフィック負荷をすべての NPアップリンクに均等に分散することが
できます。

ディスラプティブロードバランシングをイネーブルにする手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# npv auto-load-balance disruptive
3. switch (config)# no npv auto-load-balance disruptive

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

NPVのコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

switch# configure terminalステップ 1

スイッチのディスラプティブロードバランシング

をイネーブルにします。

switch(config)# npv auto-load-balance disruptiveステップ 2

スイッチのディスラプティブロードバランシング

をディセーブルにします。

switch (config)# no npv auto-load-balance disruptiveステップ 3

FC NPVの構成
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FC NPVの確認
FC NPVに関する情報を表示する手順は、次のとおりです。

SUMMARY STEPS

1. switch# show feature-set | i fcoe
2. switch# show npv flogi-table [all]

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

switch# show feature-set | i fcoeステップ 1

Example:

switch# show feature-set | i fcoe
fcoe-npv 8 enabled

FC NPV設定を表示します。switch# show npv flogi-table [all]ステップ 2

FC NPVの確認例
サーバインターフェイスのデバイスおよび割り当てられたNPアップリンクのリストを表示す
るには、 Cisco Nexus 9000 Seriesスイッチで show npv flogi-tableコマンドを次のように入力し
ます。

switch# show npv flogi-table
--------------------------------------------------------------------------------
SERVER EXTERNAL
INTERFACE VSAN FCID PORT NAME NODE NAME INTERFACE
---------------------------------------------------------------------------------
vfc1/x 1 0xee0008 10:00:00:00:c9:60:e4:9a 20:00:00:00:c9:60:e4:9a fc1/x
vfc1/x 1 0xee0009 20:00:00:00:0a:00:00:01 20:00:00:00:c9:60:e4:9a fc1/x
vfc1/x 1 0xee000a 20:00:00:00:0a:00:00:02 20:00:00:00:c9:60:e4:9a fc1/x
vfc1/x 1 0xee000b 33:33:33:33:33:33:33:33 20:00:00:00:c9:60:e4:9a fc1/x

Total number of flogi = 4

サーバインターフェイスごとに、外部インターフェイス値は割り当てられたNPアップリンク
を表示します。

Note

サーバインターフェイスおよび NPアップリンクインターフェイスのステータスを表示する
には、show npv statusコマンドを次のように入力します。

switch# show npv status

npiv is enabled
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disruptive load balancing is disabled

External Interfaces:
====================
Interface: fc1/47, State: Down
Interface: san-port-channel 200, State: Trunking

VSAN: 1, State: Up
VSAN: 200, State: Up
VSAN: 201, State: Up
VSAN: 202, State: Up, FCID: 0xea0020
VSAN: 100, State: Up
VSAN: 55, State: Up

Interface: vfc-po149, State: Trunking
VSAN: 201, State: Up
VSAN: 202, State: Up, FCID: 0xea0260
VSAN: 100, State: Up

Interface: vfc-po4090, State: Trunking
VSAN: 201, State: Up
VSAN: 202, State: Up, FCID: 0xea0220
VSAN: 100, State: Up

Interface: vfc1/9, State: Trunking
VSAN: 201, State: Up
VSAN: 202, State: Up, FCID: 0xea0240
VSAN: 100, State: Up

Number of External Interfaces: 5

Server Interfaces:
==================
Interface: fc1/38, VSAN: 100, State: Up
Interface: fc1/39, VSAN: 202, State: Up
Interface: fc1/40, VSAN: 4094, State: Down
Interface: vfc100, VSAN: 4094, State: Down
Interface: vfc151, VSAN: 4094, State: Down
Interface: vfc1/14, VSAN: 100, State: Up

Number of Server Interfaces: 6

FC NPVエッジスイッチの fcnsデータベースエントリを表示するには、コアスイッチで show
fcns databaseコマンドを入力する必要があります。

Note

すべての FC NPVエッジスイッチを表示するには、コアスイッチで show fcns databaseコマン
ドを次のように入力します。

core-switch# show fcns database

show fcns database出力に表示される FC NPVエッジスイッチについてさらに詳しい情報（IP
アドレス、スイッチ名、インターフェイス名など）については、コアスイッチで show fcns
database detailコマンドを次のように入力します。

core-switch# show fcns database detail
======================================================================
------------------------
VSAN:100 FCID:0xe101c0
------------------------
port-wwn (vendor) :50:0a:09:82:ad:0d:86:37 (NetApp)
node-wwn :50:0a:09:80:8d:0d:86:37
class :3
node-ip-addr :0.0.0.0
ipa :00 00 00 00 1e 22 a0 00
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fc4-types:fc4_features :scsi-fcp:target
symbolic-port-name :NetApp FC Target Adapter (8112) lab-D-netapp01:3b
symbolic-node-name :NetApp FAS3240 (lab-D-netapp01)
port-type :N
port-ip-addr :0.0.0.0
fabric-port-wwn :21:61:00:2a:6a:5b:da:00
hard-addr :0x000000
permanent-port-wwn (vendor) :50:0a:09:82:ad:0d:86:37 (NetApp)
connected interface :vfc6/33
switch name (IP address) :MDS9706 (10.105.188.173)
------------------------
VSAN:100 FCID:0xe101ef
------------------------
port-wwn (vendor) :50:06:01:6b:08:60:7c:71 (Clariion)
node-wwn :50:06:01:60:88:60:7c:71
class :3
node-ip-addr :0.0.0.0
ipa :ff ff ff ff ff ff ff ff
fc4-types:fc4_features :scsi-fcp:both
symbolic-port-name :CLARiiON::::SPB23::FC::::::
symbolic-node-name :CLARiiON::::SPB::FC::::::
port-type :N
port-ip-addr :0.0.0.0
fabric-port-wwn :20:19:00:2a:6a:5b:da:00
hard-addr :0x000000
permanent-port-wwn (vendor) :50:06:01:6b:08:60:7c:71 (Clariion)
connected interface :fc1/25
switch name (IP address) :MDS9706 (10.105.188.173)

core-switch# show interface fc 1/1
fc1/1 is trunking

Hardware is Fibre Channel, SFP is short wave laser w/o OFC (SN)
Port WWN is 20:01:2c:d0:2d:50:d2:a0
Admin port mode is NP, trunk mode is on
snmp link state traps are enabled
Port mode is TNP
Port vsan is 201
Speed is 16 Gbps
Transmit B2B Credit is 500
Receive B2B Credit is 64
Receive data field Size is 2112
Beacon is turned off
Belongs to san-port-channel 200
Trunk vsans (admin allowed and active) (1,55,100,200-202,204)
Trunk vsans (up) (100,202)
Trunk vsans (isolated) (204)
Trunk vsans (initializing) (1,55,200-201)
5 minutes input rate 0 bits/sec,0 bytes/sec, 0 frames/sec
5 minutes output rate 0 bits/sec,0 bytes/sec, 0 frames/sec
406 frames input,40164 bytes
0 discards,0 errors
0 invalid CRC/FCS,0 unknown class
0 too long,0 too short

192 frames output,14364 bytes
0 discards,0 errors

1 input OLS,1 LRR,5 NOS,0 loop inits
3 output OLS,1 LRR, 4 NOS, 0 loop inits
500 transmit B2B credit remaining
0 low priority transmit B2B credit remaining

Last clearing of "show interface" counters :never

FC NPVの構成
24

FC NPVの構成

FC NPVの確認例



FC NPVトラフィック管理の確認
FC NPVトラフィックマップを表示するには、show npv traffic-mapコマンドを入力します。

switch# show npv traffic-map
NPV Traffic Map Information:
----------------------------------------
Server-If External-If(s)
----------------------------------------
fc1/3 fc1/10,fc1/11
fc1/5 fc1/1,fc1/2
----------------------------------------

FC NPV内部のトラフィックの詳細を表示するには、show npv internal info traffic-mapコマン
ドを入力します。

ディスラプティブロードバランシングの確認

ディスラプティブロードバランシングのステータスを表示するには、show npv statusコマン
ドを次のように入力します。

switch# show npv status
npiv is enabled
disruptive load balancing is enabled
External Interfaces:
====================
Interface: fc1/1, VSAN: 2, FCID: 0x1c0000, State: Up

...

FC NPVコアスイッチおよび FC NPVエッジスイッチの設
定例

始める前に

ここでは、FC NPVコアおよびエッジスイッチの設定方法について説明します。

ステップ 1 SAN_ENTERPRISE_PKGおよび PORT_ACTIVATION_PKGライセンスを取得してインストールします。

ライセンスファイルは .lic形式で、次のコマンドを使用してスイッチにコピーしてインストー
ルする必要があります。

Switch# install license bootflash:Switch_port_lic_48.lic

（注）

ステップ 2 ライセンスを確認します。

Switch(config)# install feature-set fcoe-npv
Switch(config-vdc)# feature-set fcoe-npv

ステップ 3 NPVで必要な機能を設定します。

Switch(config)# feature telnet
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Switch(config)# feature lacp
Switch(config)# feature lldp

ステップ 4 FCポートを変換します。

Switch(config)# slot 1
Switch(config-slot)# port 13-36 type fc
Port type is changed. ACTION REQUIRED: Please save configurations and reload the switch

ステップ 5 サービスポリシーの構成：

Switch(config)# system qos
Switch(config-sys-qos)# service-policy type network-qos default-fcoe-8q-nq-policy
Switch(config-sys-qos)# service-policy type queuing output default-fcoe-8q-out-policy

ステップ 6 TCAMカービングの構成：

Switch(config-vrf)# hardware access-list tcam region ing-racl 1536
Warning: Please save config and reload the system for the configuration to take effect
Switch(config)# hardware access-list tcam region ing-redirect 256
Warning: Please save config and reload the system for the configuration to take effect

ステップ 7 実行中の構成の起動設定へのコピー：

Switch(config)# copy running-config startup-config
[########################################] 100%

ステップ 8 （必須）スイッチをリロードして、ポート変換が適用され、TCAMが正しく切り分けられるようにしま
す。

Switch(config)# reload
This command will reboot the system. (y/n)? [n] y
2017 Sep 14 10:12:19 Switch %PLATFORM-2-PFM_SYSTEM_RESET: Manual system restart from Command Line
Interface

ステップ 9 VLAN-VSANマッピングの構成：

Switch(config)# vlan 1,20,30,40,1000,1002,1010
Switch(config-vlan)# vlan 20
Switch(config-vlan)# fcoe vsan 200
Switch(config-vlan)# vlan 30
Switch(config-vlan)# fcoe vsan 300
Switch(config-vlan)# vlan 40
Switch(config-vlan)# fcoe vsan 300
Switch(config)# vsan database
Switch(config-vsan-db)# vsan 40
Switch(config-vsan-db)# vsan 200
Switch(config-vsan-db)# vsan 300

ステップ 10 FCポートのポートライセンスの構成：
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Switch(config)# interface fc1/6
Switch(config-if)# port-license acquire

FCポートのポートライセンスをチェックアウトします。（注）

ステップ 11 FC NPインターフェイスに面するコアを設定します（これと同じ設定を、スイッチポートモード Fまた
は FCインターフェイスの autoを使用してコアスイッチに適用する必要があります）。

Switch(config-if)# interface fc1/6
Switch(config-if)# switchport mode NP
Switch(config-if)# no shutdown

ステップ 12 仮想 FC NPインターフェイスに面するコアを設定します（これと同じ設定を、スイッチポートモード F
または仮想 FCインターフェイスの autoを使用してコアスイッチに適用する必要があります）。

a) 物理イーサネットインターフェイスの構成：

Switch(config-if)# interface Ethernet1/7
Switch(config-if)# switchport
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy
Switch(config-if)# mtu 9216
Switch(config-if)# no shutdown

ステップ MTUおよびサービスポリシーは、Cisco Nexus N9K-C93180YC-F、または
N9K-C93360YC-FX2スイッチをコアスイッチとして使用する場合にのみ必要です。

（注）

b) 仮想 FCインターフェイスの構成：

Switch(config-if)# interface vfc17
Switch(config-if)# bind interface ethernet1/7
Switch(config-if)# switchport mode NP
Switch(config-if)# no shutdown

ステップ 13 SANポートチャネルインターフェイス側のコアを設定します（この設定は、ポートチャネルインター
フェイスのスイッチポートモード Fまたは autoのコアスイッチに適用する必要があります）。SAN
ポートチャネル番号は異なる場合があります）。

a) SANポートチャネルの構成：

Switch(config)# interface san-port-channel 250
Switch(config-if)# channel mode active
Switch(config-if)# switchport mode NP
Switch(config-if)# switchport trunk mode on

b) SANポートチャネルにメンバーを追加します。

Switch(config-if)# interface fc1/13
Switch(config-if)# port-license acquire (this checks out the port license for FC ports)
Switch(config-if)# switchport trunk mode on
Switch(config-if)# channel-group 250 force
fc1/13 added to port-channel 250 and disabled
Please do the same operation on the switch at the other end of the port-channel,
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then do "no shutdown" at both ends to bring it up
Switch(config-if)# no shutdown

ステップ 14 vFCポートチャネルインターフェイス側のコアを設定します（この設定は、仮想 FCポートチャネルイ
ンターフェイスのスイッチポートモード Fまたは autoのコアスイッチに適用する必要があります）。
vFCポートチャネル番号は異なる場合があります）。

a) イーサネットポートチャネルインターフェイスの構成：

Switch(config)# interface port-channel500
Switch(config-if)# switchport
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# mtu 9216
Switch(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy

ステップ MTUおよびサービスポリシーは、Cisco Nexus N9K-C93180YC-FX、または
N9K-C93360YC-FX2スイッチをコアスイッチとして使用する場合にのみ必要です。

（注）

b) イーサネットポートチャネルにメンバーを追加します。

Switch(config-if)# interface Ethernet1/4
Switch(config-if)# channel-group 500 mode active
Switch(config-if)# no shutdown

c) 仮想 FCポートチャネルインターフェイスを作成します。

Switch(config)# interface vfc-po500 (this creates a vFC)
Switch(config-if)# bind interface port-channel500
Switch(config-if)# switchport mode NP
Switch(config-if)# switchport trunk mode on

ステップ 15 FCoEサーバのインターフェイス側のサーバを設定します。

a) 物理イーサネットインターフェイスの構成：

Switch(config-if)# interface Ethernet1/6
Switch(config-if)# switchport
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# service-policy type qos input default-fcoe-in-policy
Switch(config-if)# mtu 9216
Switch(config-if)# no shutdown

b) 仮想 FCインターフェイスの構成：

Switch(config-if)# interface vfc6
Switch(config-if)# bind interface ethernet1/6
Switch(config-if)# switchport trunk mode on
Switch(config-if)# no shutdown

c) 仮想 FCインターフェイスのポート VSANの割り当て：

Switch(config-if)# vsan database (this assigns the port vsan)(config-vsan-db)
Switch(config-vsan-db)# vsan 40 interface vfc6
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ステップ 16 FCサーバインターフェイスの構成

a) FCインターフェイスの Fモードでの構成：

Switch(config)# interface fc1/39
Switch(config-if)# switchport mode F

b) FCインターフェイスのポート vsanの適用：

Switch(config)# vsan database
Switch(config-if)# vsan 100 interface fc1/39
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